
利⽤者が⽇常⽣活を⾃⽴して営めるよう、適切な習慣を⾝につけるための⽀援を⾏います。基本的な⽣活スキルを向上させ、安⼼して社会の中で⽣活できる⼒を育みます。

⾝体の発達を促し、適度な運動や感覚刺激を通して、健康的な⽣活を送ることを⽬指します。個々の⾝体的特性に応じたプログラムを提供し、運動への苦⼿意識を軽減できるよう⽀援します。

円滑なコミュニケーションを⽀援し、他者と適切な関係を築けるようサポートします。⾔語・⾮⾔語の両⾯からのアプローチを⾏い、⾃⼰表現や相⼿の気持ちを理解する⼒を育みます。

集団⽣活の中での関わり⽅を学び、ルールの理解や協調性を⾝につける⽀援を⾏います。他者との適切な距離感や役割を意識しながら、社会の中で円滑に⽣活できる⼒を育てます。

環境の変化に適応し、⾃分の⾏動を適切にコントロールできる⼒を育てます。認知機能の向上を⽀援し、落ち着いて課題に取り組めるようサポートします。

（別添資料１）

事業所名 放課後等デイサービス アース 作成⽇ R7 年 3 ⽉ 17 ⽇

法⼈（事業所）理念 ⼦供達が明るい未来へ⽻ばたいて⾏ける様に個々の特徴に合わせた⽀援を提供致します。

⽀援⽅針

⼦どもたちが⾃分らしく成⻑できる場を提供します。安⼼できる環境の中で、⼀⼈ひとりの可能性を引き出し、未来へつながる⼒を育みます。家庭や地域と連携し、社会の中で輝けるよう、温かく専⾨

的な⽀援を⾏います。

営業時間 9 時 0 分か
ら

18 時 0 分ま
で

送迎実施の有無 あり

⽀ 援 内 容

本

⼈

⽀

援

健康・⽣活

・個別性を重視（利⽤者の発達段階や家庭環境に応じた⽬標設定）

・習慣化を意識（無理のない形で⽣活リズムを整える⽀援）

・保護者との連携（家庭での取り組みと連携し、継続的な⽀援につなげる）

運動・感覚

・利⽤者の特性を把握（感覚過敏や運動発達の状況を考慮）

・楽しみながら取り組める活動を計画（遊びの要素を取り⼊れ、意欲を引き出す）

・過負荷を避ける（過剰な刺激にならないよう段階的に⽀援）

認知・⾏動

⾔語

コミュニケーション

・利⽤者に合ったコミュニケーション⽅法を尊重（⾔葉・ジェスチャー・視覚的⽀援を活⽤）

・成功体験を重視（対⼈関係のポジティブな経験を増やす）

・無理なく社会性を育む機会を設定（⼩グループ活動や段階的な関わりを計画）

⼈間関係

社会性

・集団活動への参加を促す（無理のない範囲で関わりを持つ機会を増やす）

・ルールや順番を意識できる⽀援（ゲームや活動を通して、順番待ちや役割分担を学ぶ）

・相⼿の気持ちを理解する機会を作る（ロールプレイやストーリーを使った⽀援）

家族⽀援 移⾏⽀援

児童が次のライフステージ（進学・就労など）へスムーズに適応できるよう、事前準備や必要なスキ

ルの習得を⽀援します。

・園や学校、関係機関との連携を図り⽀援体制を構築していきます。

地域⽀援・地域連携

児童が地域の中で安⼼して過ごせるよう、地域との関わりを⼤切に

し、⽀援機関や住⺠との連携を強化します。 職員の質の向上

⽀援の質を向上させるため、職員のスキルアップを図ります。

・定期的な研修を実施し、専⾨知識や⽀援⽅法を学ぶ

・ケースカンファレンスを⾏い、職員間で⽀援⽅法の共有を図る

主な⾏事等

季節⾏事⇒春/お花⾒  夏/プール・夏祭り  秋/ハロウィンパーティー・遠⾜  冬/クリスマス会・餅つき
その他/農業体験・⼯場⾒学・職業体験・避難訓練・お誕⽣⽇会・クッキング・創作活動 など

・個々の認知特性を把握（視覚的・聴覚的⽀援など利⽤者に合った⽅法を活⽤）

・適切な⾏動を学ぶ機会を提供（ルールの理解や⾃⼰調整の⼒を伸ばす⽀援）

・落ち着いて課題に取り組める環境を整備（⽀援員のサポートを通じて、安⼼して学べる環境を提供）

児童が家庭でも安定した⽣活を送れるよう、保護者へのサポートを充

実させます。保護者と協⼒しながら、家庭と放課後等デイサービスが

⼀貫した⽀援を提供できるよう努めます。

・家庭の状況と要求を鑑み、必要と判断した際は延⻑⽀援を⾏いま

す。

⽀援プログラム（参考様式）


